
医療法人社団博友会は4つの施設で社会貢献しています

医療・看護・介護を通して地域に貢献いたします
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入居による生活援助
赤平市平岸新光町4丁目34番地
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TEL：0125‐37‐2001

平岸病院
精神科・神経科・内科・神経内科・歯科・訪問看護
赤平市平岸新光町2丁目1番地
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5月21日 部分日食 6月4日 部分月食 6月6日 金星の太陽面通過

早めに 発見したい！
認知症の初期症状

江本 雄泰 医師医療法人社団博友会 平岸病院 精神科
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足が麻痺
してる…

いきいき
健康生活

江本 雄
ゆ う だ い

泰 医師
昭和59年 広島県廿日市市生まれ
平成21年 札幌医科大学医学部　卒業
平成21年 千歳市民病院（初期臨床研修医）
平成22年 札幌医科大学付属病院
 （初期臨床研修医）
平成23年 札幌医科大学付属病院神経精神科
平成24年 医療法人社団博友会平岸病院

医療法人社団博友会
平岸病院 精神科

早めに 発見したい！

認知症は、記憶力や理解力、判断力が低下し、日常生活に支障をきたす
ようになる病気で、高齢化が進む中、増加しています。「何だかおかしい」
と家族が感じたら、早めに受診を。早期からの治療で症状の改善を図るこ
とが可能になっています。

認
知
症
は
、
原
因
に
よ
っ
て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
と
脳
血
管
性
認
知
症
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

認知症の
初期症状

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

　

大
脳
が
萎
縮
す
る
原
因
不
明
の
病

気
で
す
。
初
期
に
は
「
物
忘
れ
が
自

覚
で
き
な
い
」「
行
為
自
体
を
含
め

て
全
部
忘
れ
る
」「
性
格
が
変
わ
り
、

怒
り
っ
ぽ
く
、
疑
い
深
く
な
る
」
な

ど
の
変
化
が
認
め
ら
れ
ま
す
。ま
ず
、

脳
血
管
性
認
知
症

　

脳
の
血
管
障
害
、
脳
梗
塞
や
脳
出

血
な
ど
で
脳
へ
の
血
流
が
低
下
し
、

認
知
症
の
症
状
が
出
ま
す
。
歩
行
障

害
、
手
足
の
麻
痺
、
排
尿
障
害
、
抑

う
つ
、
感
情
失
禁
な
ど
の
症
状
が

ゆ
っ
く
り
進
行
し
ま
す

突
然
症
状
が
出
ま
す

認
知
症
の
原
因
と
主
な
症
状

診
断
と
治
療

　
「
い
つ
も
で
き
て
い
た
こ
と
が
、
で
き
な

く
な
っ
た
」「
好
き
だ
っ
た
こ
と
に
興
味
を

示
さ
な
く
な
っ
た
」「
何
度
も
同
じ
こ
と
を

聞
く
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、
今
ま
で
に
な

い
変
化
を
家
族
が
感
じ
た
ら
、
早
め
に
診
察

し
、
原
因
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

　

平
岸
病
院
で
は
C
T
検
査
や
M
R
I
検
査

を
行
い
、
認
知
症
を
診
断
し
て
い
ま
す
。
認

知
症
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
早
期
治
療
に
取

り
組
み
、
症
状
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

　

定
期
的
な
健
康
診
断
で
、
老
い

の
変
化
を
継
続
的
に
診
な
が
ら
早

期
診
断
・
早
期
治
療
す
る
こ
と
が
、

適
切
な
健
康
管
理
へ
と
つ
な
が
り

ま
す
。

5
月
か
ら
精
神
科
の
常
勤
医
と

し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
精
神

科
医
の
仕
事
は
、
患
者
さ
ん
の

言
葉
を
し
っ
か
り
聞
き
、
受
け

止
め
、
奥
に
あ
る
も
の
を
引
っ

張
り
出
す
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も

大
切
な
役
目
で
す
。
臨
床
経
験

を
積
み
重
ね
、
患
者
さ
ん
と
家

族
に
頼
り
に
さ
れ
る
存
在
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

認
知
症
は
、
ま
ず
家
族
が
症
状
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す

新
し
い
事
柄
を
記

憶
す
る
能
力
が
失

わ
れ
、
そ
の
後
、

古
い
記
憶
を
失
い

ま
す
。

突
然
出
現
し
た

り
、
階
段
状
に

悪
化
し
た
り
、

変
動
し
た
り
す

る
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

まだご飯を
食べてない！



博寿苑

新施設長着任

介護老人保健施設

介
護
老
人
保
健
施
設
博
寿
苑
は
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
在
宅
復
帰
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
4
月
に
看
護
主
任
2
人
、
6
月
に

施
設
長
が
着
任
し
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
を

見
守
る
体
制
が
よ
り
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
6
月
1
日
に
博
寿
苑
の
施
設
長
に
就

任
。
平
岸
病
院
と
北
の
峰
病
院
で
は
、
耳
鼻

咽
喉
科
の
診
療
を
担
当
し
て
い
ま
す
。「
利

用
者
さ
ん
と
の
関
係
づ
く
り
に
は
、
会
話
と

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
私
の
顔

を
見
て
『
安
心
し
た
』
と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
存
在
に
な
り
た
い
で
す
ね
」
と
抱

負
を
語
り
ま
す
。

　

昭
和
50
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
富
良
野
で

診
療
所
を
開
業
し
、
か
か
り
つ
け
医
と
し
て

地
域
住
民
の
健
康
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。「
当

時
の
患
者
さ
ん
に
会
う
と
嬉
し
い
」
と
笑
顔

に
な
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
健
康
の
秘
訣
は
、
楽
し
い
お
酒

を
適
度
に
嗜
む
こ
と
。「
た
っ
た
一
度
の
人

生
は
、
楽
し
む
た
め
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
つ

ら
い
時
ほ
ど
、
こ
れ
で
良
か
っ
た
と
発
想
を

転
換
す
る
。
そ
う
す
る
と
不
思
議
と
良
い
方

　

平
岸
病
院
の
閉
鎖
病

棟
で
看
護
師
と
し
て
勤
務

し
て
い
ま
し
た
。
患
者
さ

ん
の
心
の
奥
に
あ
る
思
い

を
引
き
出
し
、
見
守
る
の

が
私
の
役
割
の
一
つ
で
し

た
。
利
用
者
さ
ん
の
身
近

な
相
談
相
手
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
岸
病
院
で
急
性
期
の
看
護

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
利
用

者
さ
ん
の
病
状
が
急
変
し
た
場

合
も
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
や
意
識

レ
ベ
ル
を
確
認
し
、
病
院
へ
搬

送
し
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ

さ
い
。

高島みゆき
看護主任

新
看
護
主
任
紹
介

気
軽
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
！

介
護
と
看
護
で
毎
日
の
快
適
を
支
え
ま
す

岩倉美由紀看護主任

●
施
設
と
病
院
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役

●
利
用
者
さ
ん
の
病
状
急
変
へ
の
対
応

●
日
常
の
体
温
・
脈
拍
・
呼
吸
状
態
・
血
圧 

の
チ
ェ
ッ
ク

●
異
常
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応

●
散
歩
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
同
行

看護主任の役割

柏
木 

稔と
し
は
る暖 

施
設
長

モ
ッ
ト
ー
は

明
る
く
・
楽
し
く
・
健
康
に
！

昭和11年 福岡県生まれ
昭和38年 長崎大学医学部卒業
昭和38年 福岡県田川市立病院
昭和39年 長崎大学医学部耳鼻咽喉科教室
昭和46年 富良野協会病院
昭和51年 富良野市で柏木耳鼻咽喉科医院開業
昭和56年 上富良野町に分院開業
平成18年 医療法人社団博友会北の峰病院
平成22年 長崎百合野病院
平成24年 医療法人社団博友会博寿苑施設長
 医療法人社団博友会平岸病院
■資格…医学博士

向
へ
進
む
も
の
で

す
よ
」。

　

利
用
者
さ
ん

が
安
心
し
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
よ

う
に
、
笑
顔
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
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制
作
／
有
限
会
社 

慶
文
社 

●
準
備
…
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
、
推
進

員
と
の
定
期
面
会
に
て
人
間
関
係

構
築

（
週
2
回
、
支
援
日
数
は
1
2
6

日
、
ピ
ア
活
動
日
数
1
1
6
日
）

退
院
支
援
の
事
例

長期入院していた

Aさん
1
年
半
の
退
院
支
援
を
受

け
退
院
。
現
在
は
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
日
々
の
暮
ら

し
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

支
援
経
過

●
外
出
支
援
…
社
会
資
源
見
学
・

買
い
物
・
バ
ス
旅
行
・
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
・
季
節
行
事
・
料
理
教
室
・
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
見
学

●
家
族
と
の
関
係
調
整
…
病
状
説

明
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
見
学
（
自

宅
外
泊
3
回
）

●
試
験
外
泊
…
…
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

試
験
外
泊
調
整
と
支
援（
外
泊
6
回
）

●
退
院
後
延
長
支
援
…
…
通
院
、
買

い
物
、
銀
行
な
ど

※
何
が
で
き
て
何
が
で
き
な
い
の
か

を
確
か
め
な
が
ら
地
域
で
の
暮
ら

し
方
を
模
索
す
る
う
ち
、
患
者
さ
ん

は
自
信
と
希
望
を
取
り
戻
し
ま
す

北
の
峰
病
院
で
取
り
組
ん
で
い

る
長
期
入
院
患
者
さ
ん
に
対
す
る

「
退
院
支
援
」
の
中
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
で
す
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て
？

　　

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
精
神
障
害
を
経
験
し
社

会
復
帰
を
果
た
し
た
元
入
院
患
者
さ
ん
。
自
ら
の

経
験
を
基
に
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

退
院
後
も
良
い
相
談
相
手
に
な
れ
る
よ
う
同
世

代
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。
患
者
さ
ん
と
一
緒
に
退
院

後
に
暮
ら
す
ア
パ
ー
ト
へ
足
を
運
び
、
バ
ス
ル
ー

ム
の
使
い
方
を
確
認
し
た
り
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー

に
買
い
物
へ
行
く
な
ど
、
退
院
後
の
具
体
的
生
活

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
、
不
安
を
一
つ
ひ
と
つ
一
緒

に
解
決
し
ま
す
。
富
良
野
市
で
は
現
在
、
5
人
の

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

北の峰病院

チーム医療と
地域の連携で取り組む

長期入院患者の
退院支援 ②

　

第
1
0
8
回
日
本
精
神
神
経
学
会
学
術

総
会
（
会
長
：
札
幌
医
科
大
学
医
学
部
神

経
精
神
医
学
講
座
齋
藤
利
和
教
授
）
が
、

5
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
の
3
日
間
、
札

幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
隣
接
す

る
札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

第
1
0
8
回
日
本
精
神
神
経
学
会
学
術
総
会
の

映
像
・
写
真
記
録
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た

場
に
分
か
れ
、
精
神
科
医
療
に
お
け
る
多

岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
で
講
演
や
発
表
を
行

い
、
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
法
人
職
員
は
、
総
会
の
概
要
を
映
像

と
写
真
で
記
録
す
る
な
ど
の
役
割
を
担
い

ま
し
た
。

当法人の記録係。（左から）木村繁芳、
川村伸司、谷治郎、市川正浩、三輪健治

ポスター発表

（左から）Dilip V. Jeste教授
（University of California）、
Boris Tabakoff教授
（University of Colorado）、
齋藤利和教授（札幌医科大
学医学部神経精神医学講座）、
山脇成人教授（広島大学大学
院医歯薬保健学研究院精神神
経医科学）、谷博平岸病院理
事長

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
外
か
ら
集
ま
っ
た

5
0
0
0
人
の
参
加
者
が
15
会

A会場（大ホール）で特別講演
を行うDilip V. Jeste教授

札幌医科大学
齋藤利和教授

B会場の様子


